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こども ST
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Profile―窪　美保子
1996年，日本女子大学心理学科卒
業。同年国立身体障害者リハビリ
テーションセンター学院 ST課程入
学。相模原市立陽光園療育相談セ
ンターを経て現職。国立成育医療
研究センター非常勤研究員兼職。

『心理学ワールド』でも何度か

登場させていただいているようで

すが，私の仕事である言語聴覚士

（Speech Therapist，以下 ST）は，

14年前に国家資格になりました。

残念ながら「こども店長」と違っ

てこども年齢では受験できませ

ん。高卒または大卒後，指定され

た学校で専門課程を修める必要が

あります。仕事の範囲は，失語症

や高次脳機能障害，摂食嚥下障害，

構音障害，発達障害，聴覚障害，

吃音，肢体不自由の方のコミュニ

ケーション支援などです。近年は，

高齢者施設や脳血管疾患のリハビ

リなどの成人分野がクローズアッ

プされることが多いようです。け

れど，最初に就職した職場が，知

的障害児と肢体不自由児の通園施

設とお子さんの発達相談室を兼ね

たところだったこともあり，以来

ずっと，小さいお子さんの言葉の

ご相談に私は携わっています。そ

んなわけで，長くなりましたが，私

の今の仕事は「こども ST」です。

現在の職場も，0歳から就学前

のお子さんの相談機関です。医師，

看護師，保育士，心理士，理学療

法士や作業療法士など，さまざま

な職種と連携しながら，STはま

ず聴力検査や言語検査で評価を行

います。検査にもいろいろあるの

で，お子さんの状況や年齢に合わ

せて種類を選び，オモチャも使い，

楽しめるやり方を選びます。その

辺のスキルについても具体的に書

きたいのですが，そうするととて

お子さんであっても，私たちは同

じ場を共有する人と人であること

には変わりありません。心理学的

な人への興味や共感そのものが活

きる仕事なのだと思います。その

ため，自分の力不足が自分にすぐ

に跳ね返ってきて，自分自身に悔

しい思いをすることもしばしばあ

りますが，お子さん自身がコミュ

ニケーションの楽しさを発見す

る，その場に一緒にいさせてもら

えることは，私にとっても，とて

も嬉しいし励まされることです。

そのためにも，日々進歩していく

知識（たとえば，自閉症の医学的

な知識，改訂された検査の分析方

法，発音記号，サ行を上手に言う

練習方法など，変わっていくもの

はいろいろあります）や幼稚園で

流行っているアニメなどを地道に

勉強していかなくてはと，こうし

て振り返ると，改めて思っています。

も長くなるので，割愛（まさにケ

ースバイケースです）。

その後，他職種と総合的に話し

合い，支援方針を決めます。発音

不明瞭が主訴でも作業療法が必要

な場合もありますし，心理的支援

が必要なお子さんもいます。連携

して，お子さんとご家族の全体像

をふまえてから支援方針を決める

のは大切なことです。その中で，

STは個別でセラピーをやる以外

にも，保育士の行うグループに参

加して集団での言葉のご相談にの

ることもありますし，地域の保育

園などに伺って先生たちのご相談

にのることもあります。

発音不明瞭，吃音，難聴，自閉

症や知的障害，学習障害など，お

子さんの言葉の心配は多岐にわた

ります。状況はさまざまですが，

どのご家族にとってもお子さんの

言葉の心配は非常にプレッシャー

です。専門職としての仕事はもち

ろん，相談にきたことが却って新

しいストレスにならないようにす

ることが大事だと私は思っていま

す。そうした仕事の中で，このコ

ーナーの「ここでも心理学が活き

てる」という題にお返事するなら，

活きないところはないと思いま

す。検査のデータや分析，観察な

どは心理学の基礎ですし，発達心

理や学習心理の知識，生理学的な

視点，カウンセリングマインドの

自己一致・受容・共感などのキー

ワードは何度言い聞かせても過ぎ

ることはないと思います。0歳の

聴力検査機器を使用しているところ


